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ⅠⅠⅠⅠ....問題問題問題問題とととと目的目的目的目的    

近年、大学入学後、学校生活を能動的に送れず「不登校や引こもり」「不本意ながらの

休・退学」をする学生が増えるという問題が生じている。本研究では、学校不適応に対する

予防という観点から、学校不適応の問題に影響を与えている因子の一つである、抑うつ傾向

を取り上げる。抑うつ傾向は、不登校との関連（Honjo ら,2001）、引きこもりとの関連(辻

井ら,1998)、学業成績の低下との関連(森，2009)等が示唆されており、学校不適応に対する

指標として研究していくことは意味のあることと思われる。抑うつ傾向を予測し得る要因と

しては、近年、諸外国で青年の健康教育に適用されている概念であるレジリエンス、学校ス

トレスを軽減させるとされるソーシャルサポート、多くの研究で健康や適応の指標と考えら

れている自尊感情、比較的無意識の自己像を投影すると考えられるバウムテストの諸指標を

取り上げ、学校不適応に対する予防を考える上での基礎研究としていきたい。 

本調査の仮説は次のように設定した。 

仮説１ 自尊感情が高ければ、そうでない場合に比べて抑うつ傾向は低いであろう。 

仮説２ レジリエンスが高く、ソーシャルサポートが多ければ、そうでない場合に比べて自

尊感情は高く、抑うつ傾向は低いであろう。 

仮説３ バウムテストの諸指標は、レジリエンスおよびソーシャルサポート、自尊感情、

CES-D に影響を及ぼす因子となるであろう。 

 

ⅡⅡⅡⅡ....方法方法方法方法    

１．調査対象者と手続き    

A 大学の学生 370 名を対象とした。手続きは、桜美林大学の授業の担当教員に了承いただ

き質問紙を配布した。学生には講義時間外で実施してもらい次週の授業後に回収箱を設置し

回収した。 

 

２．調査用紙の構成 

① フェイスシート：学年，年齢，性別，自分に影響を与えていると考えられる体験を記入

してもらった。 

② レジリエンス尺度：石毛ら（2005）が作成したレジリエンス尺度を用いた。 

③ ソーシャルサポート尺度：嶋（1992）が作成したソーシャルサポート尺度を用いた。 

④ ローゼンバーグ自尊感情尺度：星野（1970）の日本語訳をもとに，桜井（2000）が修正

したローゼンバーグ自尊感情尺度日本語版を用いた。 

⑤ バウムテスト：比較的無意識に捉えられている自己像を投影したものを測るために、コ

ッホによって創始された投影法性格検査であるバウムテストを用いる。量的指標は①樹

冠の高さ、②幹の高さ、③樹冠の幅、④幹の幅を、質的指標は①描画のサイズ、②用紙

からのはみだし、②描画の筆圧、③幹の輪郭線、④根の有無、⑤先端処理、④幹の上下、

⑤樹皮、⑥枝の伸び方、⑦枝の先端処理、⑧特殊な枝、⑨枝の接合点、➉樹冠の強調、

⑪樹冠の形、⑫果量、⑬果の強調、⑭地平、⑮風景、⑯付属物、合計 20 項目のバウム

テストの読み取り指標を作成した。 

⑥ CES-D（The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale:CES-D）：Radloff

（1977）によって作成された自己記入式抑うつ性尺度の日本語版（島・鹿野・北村・浅

井，1985）を用いた。 
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ⅢⅢⅢⅢ．．．．結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

有効回答数は 134 名（男性 47、女性 87）となった。 

本研究の結果（図 1、図 2）から、①レジリエンスは、直接的にも間接的にも抑うつ傾向

を低減させる要因になり、自尊感情と密接な関連があること、②ソーシャルサポートは、レ

ジリエンスとの関連が強く、直接的にも自尊感情に影響を及ぼしていること、③自尊感情は、

抑うつ傾向に強い影響をもっていること、④バウムテストで捉えられる無意識の自己は、レ

ジリエンスや自尊感情、抑うつ傾向、それぞれに独自に影響を与えており、楽観性や女性の

抑うつ傾向はこのような無意識に捉えられる自己によって規定される部分が多いこと、⑤男

女によって、抑うつ傾向に影響を及ぼすレジリエンスおよびソーシャルサポート要因に、違

いがあることが示唆された。 

抑うつ傾向を低めるためには、男性では、自尊感情および楽観性を高めること、他者依存

性を低めることが有用であることが考えられた。そして、自尊感情を高めるためには、家族

サポートおよび楽観性が重要な因子となることが示唆された。次に、楽観性を高めるために

は、異性サポートが重要な因子となることが考えられ、また、情緒的な成熟や心理的葛藤や

緊張の緩和が重要な要因であることも示唆された。最後に、他者依存性を低めるためには、

自己の統制が重要な要因であることが示唆された。 

 女性では、男性と同様に自尊感情および楽観性を高めることが有用であることが考えられ

た。加えて、自己の統制の試みや、情緒の未成熟性、衝動の防衛が抑うつ傾向と関連してい

ることが示唆された。そして、自尊感情を高めるためには、問題解決志向やそれに影響を与

える同性サポート、楽観性が重要な因子であることが考えられ、また、自己に対する不安や

無力感が重要な要因であることが示唆された。次に、楽観性を高めるためには、異性サポー

トが重要な因子となることが考えられ、また、自己に光をあたることの願望や衝動の防衛が

重要な要因であることも示唆された。さらに、男女ともに楽観性は、直接に抑うつ傾向を低

減させるとともに、自尊感情を介して抑うつ傾向の低減に寄与することも示唆された。 

 以上より、仮設 1 は支持され、仮設 2 および仮説 3 は一部支持された。そして、抑うつ傾

向の予防には、男性では家族サポート、自尊感情、楽観性を、女性では問題解決志向、自尊

感情、楽観性を高めるアプローチが有用であると考えられた。 
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図図図図 1    CES-Dにににに影響影響影響影響をををを与与与与えるえるえるえる因子因子因子因子（（（（男性男性男性男性）））） 

図図図図２２２２    CES-Dにににに影響影響影響影響をををを与与与与えるえるえるえる因子因子因子因子（（（（女性女性女性女性）））） 
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